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北大文学研究科紀要 111 (2003) 

西フリジア語の文法構造一一動詞 (7)一一

清水 誠

Struktuer fan it Westerlauwersk Frysk 

tiidwurd (7) 

(The Annual ReJうorton Cultural Science N o. 111). Graduate School of 

Letters. Hokkaido University. Sapporo. ]apan 2003. ISSN 1346“0277) 

SHIMIZU Makoto (mshimizu@lit. let. hokudai. ac. jp) 

~ 89 派生動詞:概観

(1) 動読の派生 (deoflieding) 

動詞を派生するために用いる語形成手段にはこつある。それは「接尾辞J

(it efterheakse]) と「品詞転換J (de konverzje)である。前者は動詞から

動部を首長生し，後者は動詞以外の品詞から動詞を派生するo 品詞転換には名

詞や形容詞などをそのまま語根とする「ゼ、ロ品詞転換J (de keale konverzje) 

と，それに「加音J (it augmint)をつけて語幹とする「加音っき品詞転換」

がある O

① 接尾辞による動詞の派生

biddelje [""物乞いするJ (動詞 bidde[""祈る，懇願する」十接尾辞 -e])

farkje [""船に乗る，航海する:船遊び、をするJ (動詞 farre[""船に乗る，

航海する」十接尾辞 k) 
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② 品詞転換による動詞の派生

i )ゼ、ロ品諮転換

sniebalje r雪玉を投げる，雪合戦をする J (名詞 sniebal

betterjer (健康・天候などが)回復する，改良・改心するJ (形容詰 better

「より良いJ

ii)加音っき品詞転換

aktivearje r活性化するJ (形容詞 aktyfr活動的な」十加音 ear) 

blomkje r開花する，趣味で閤芸をする J (名詞 blomr花」十加音 -k)

上例のように，派生動詔は大部分がrje-動詞J (s 69， 71)である O ただし，
iを含む母音で終わる語(-y / -ij / -ei/ -ui/ -aai/一oaj)は re…動語」である O

juchheie r歓声を上げる，喝采するJ (juchhei r歓声，喝采J)

オラン夕、諮とドイツ諾で上記の語に対応するのは次の語である O

ブ. biddelje (bidde)。ォ.bedelen (bidden)件ド.betteln (beten) 
farkje (farr巴)∞ [spelevaren](varen)。なし (fahrenr車・列車で行

くj)

sniebalje (sniebaIl仲sneeuwballen(sn巴巴uwbaIl件なし (Schneeball)

betterjε(better) 特 b巴teren(beter) 特 bessern(besser) 

aktivearje (aktyf) 8activeren (actief) 特 aktivieren(aktiv) 

juchheie (juchheil件 juichen(gejuich) 件 jauchzen(Gejauchze) 

上記の手段で動詞を派生するときに r割れJ (s 10)や援母音化 (s9 )を

起こす語がある O また，語幹が t/-dで終わる語では rje-動詞」の jeとの

連続で規則的に破擦音化 (s18 (5))が起こり， -tsje [t¥;)] / -dzje [d3;}] とな
るO 以下，品詞転換による派生動誌の例を示す。

triedzje [trjId3;}] r糸・(立などのさやの)筋を取り除く J (tried [tri;}t] 

「糸， (豆などのさやの)筋J，r割れJ)

drafkje [drafkj;}] r小走りに歩く， (馬が)連足で歩く J(drave [dra:v;)] 

「走る， (馬が)速足で歩く J，短母音化)

sljochtsje r王子らにするJ (sljocht r王子らなJ，破擦音化)

krantsje r新聞を読むj (krante r新開j，破擦青イ七)

bedzje r宿泊所を提供する，泊める J (bed rベッドJ，破擦音化)
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ゅーオランダ語とドイツ認で上記の諮に対応するのは次の語である O

ブ. sljochtsje (sljocht)特オ.slechten (slecht)件ド.schlichten (schlicht) 

悼むj巴 (b色d)仲なし (bed)∞bettenr寝かせる J (Bett) 

破擦音化は一jeと連続しないときには起こらず， -t/-dのままである。

Ik krantsje. r私は新聞を読む」件Hykrantet. r彼は新聞を読むJ (krants-

je) 

Ik bedzje har. r私は彼女を泊める」仲間abedet my. r後女は私を泊め

るJ (bedzje) 

(2) 接頭辞の役割

派生動詞が非分離動認の接顕辞 (be-/fer-S 87)を伴うことがある o

bebetterje r (健康・天候などが)次第に屈復する」

ferbetterje r (基準を満たすように)訂正・修正する」

件betterjer (健康・天候などが)回復する，改良・改心するJ (better rよ

り良いJ)

cr オランダ語とドイツ諾で上記の語に対応するのは次の語である。

ブ. ferbetterje (better)件オ.verbeteren (beter)特ド.verbessern (besser) 

この場合 r接頭辞be-/fer が形容詞betterから非分離動詰bebetterje/

ferbetterjeを派生する」という記述を見かけることがある。

非分離動諒bebetterje/ferbetterje←[派生]←形容詞better

しかし，これは正しくない。西フリジア語では品詞を変更するのは語の右

側(語末)につく譲尾辞であり，語の左側(語頭)につく接頭辞ではない。

合成語でも右側の要素が品認を決定し，名詞ならば合成名詞全体の性を決定

する O 接頭辞は同一品認内でアスペクト(itaspekt) ，結合価 (defalinsje) ， 

その他の語の意味そ変更するにとどまる。接頭辞による非分離動詞は，接尾

辞の付加または品詞転換によって派生した動詞を経由して形成されると考え

るべきである O

非分離動語bebetterje/ferbetterje←[派生]←動語betterje←[派生]

←形容詞better
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語によっては，接頭辞がつかない動誌が存在しないことがある。

bemantelje'ごまかす，隠ぺいするJ(mantel'マント，コート J，*mantelje 

という動詞は存在しない)

fergrutsje '拡大するJ (grut r大きいJ，官rutsjeという動諮は存在しな

し，)

オランダ語とドイツ語で上記の諾に対応するのは次の語である。

ブ.bemantelje (mante1)件オ.bemantelen (mantε1)仲ド.bemanteln 

(Mante1) 

fergrutsje (grut)件 V巴rgroten(groot) C?vergrosern (groβ) 

しかし，だからと言って，接頭辞be-/ferが名詩から直接，動詞を派生す

るとみなすのは正しくない。接頭辞がつかない動詞が存在しないのは，個々

の語の性質に由来する単発的な現象にすぎない。以下で述べるように，西フ

リジア語では品詞転換によって動詞以外の品詞から動詞を派生する生産的な

手段が存在するのだから，接頭辞がつかない動詞が存在しないということは，

意味的な理由に出来する。すべての語について語形成手段による派生語が完

壁に存在する必然性はない。語裳的には実現されていなくても，接頭辞がつ

いた非分離動詞はあくまで動詞から派生したと考えるべきである (Veenstra

1988， Hoekstra 1993: llf.， Hoekstra 1998: 155)。

非分離動詞bemantelje←[派生]←動詞 *mantelje←[派生]←名詞

mantel 

非分離動詞fergrutsje←[派生]←動詞 *grutsje←[派生]←形容詞grut

(3) 接尾辞と品詞転換以外による派生動詞

接尾辞と品詞転換以外による派生動詞のペアが少数存在する (Boersma/

Van der W oude 1980Z・109)。それは歴史的に古くからゲルマン語に共通の

語形成手段によるもので，接尾辞 jによる使役動詞(kausativen，かつての

うan動詞J)と，子音重複(ド.Gemination)による強意動詞 (yntensiven)

であり，動詞から動詞を派生する。次に代表的な例を示す(ゲルマン祖語

(ゲ.) )。
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① 接尾辞 jによる使投動語(かつての ijan-動詞J)

felle i (木を)切り倒す，打ち倒すJ (<ゲ. *fall-eja-) 

← falle i倒れる，落ちるJ (<ゲ. *fall-a-) 

② 子音重複による強意動詞

(jin) bOke i身をかがめるJ (<ゲ.キbukk-ja-)

←buge i曲がる，曲げるJ (<ゲ. *beug-a-) 

ともにほとんどうe-動詞」ではなく，動詞」である。②では語幹子音

がgから kに交替するが，この kは接尾辞 k(~ 90 (2))とは無関係であ

る。①は歴史的にウムラウト(ド.Umlaut)を停うことが多い。西フリ

ジア語ではドイツ語と違って，ウムラウトは語形成に巣たす役割をほと

んど担っていない。両者はごく散発的に見られるにすぎず，西フリジア

語の構造に関与しているとは雷えないが，便宜的に次にまとめておく。

③ 接尾辞 jによる使役動詞(かつての ijan-動詞J)

felle i (木を)切り倒す，打ち倒すJ (falle i倒れる，落ちるJ)

sette i置し据えるJ (sitte iすわっている，置いてあるJ)

次の語では歴史的な理由から意味的な対応が不十分になっているO

fiere i導く，実施するJ (farre i船に乗る，航海するJ< i行く J

liede i導く，案内する，指導するJ Oije i被る，苦しむJ<i行く，過ぎ

るJ)

次の語では ie-動詞」のほかに ije動詞」と -gを持った ije動詞J (gje 

動詞， S 91 (4))の語形が併存している。

drinze/ drinzje/ drinzgje i水を飲ませる，水にひたすJ (drinke i飲むJ)

『オランダ語とドイツ諾でよ記の諮に対応するのは次の言きである。

フ.f巴lle(falle)特オ.vellen (vallen)∞ド.fallen (fallen) 

S巴tte(sitte)仲間tten(zitten)仲間tzen(sitzen) 

fiere (farre) 特 voεren(varen) <=?fuhren (fahren i主主・列車に乗って行

くJ)

liede Oije)特 leiden(]jjden) 件 leitenOeiden) 
drinze/ drinzje/ drinzgj巴 (drinke)特 drenken(drinken)件 tranken(trin‘ 

ken) 
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よる強意動詞

(jin) buke r身をかがめるJ (buge r曲げるJ)

nikke rうなずく，首を縦に振るJ (nige/niigje rおじぎをするJ)

wikke r手に取って(…の)重さを量る，熟考する，比較検討する J(weage 

i(…の)重さを量る，熟考するJ)

オランダ語とドイツ語で上記の認に対応するのは次の語である。

フ.(jin) buke (buge)仲オ.(zich) bukken (buigen)特ド.(sich) bucken 

(bi巴gen)

nikke (nige/niigje)特 nikken(nijgen)仲 nicken(neigen) 

wikke (weage)特 wikken(wegen)件なし(V¥匂gen)

S 90 接尾酔 (itefterheaksel)による派生動詞

動詞を派生する接尾辞には el/-er，-kがあり i反復・短縮(縮小)J (it 

iteratyf/ diminutyf，エ.frequentative/ diminutive)によって動作が集中的

に強く起こるという強意(yntensyf)の意味を表わす。生産性はいずれも低い。

(1) 接尾辞 -el/-er

動作の「反復」を表わすが，もとの動詞が示す動作よりは小刻みに起こる

というニュアンスな伴うことが多い。もとの動詞が -rで終わるときには el

がつき，一lで終わるときには -erがつくが，それ以外に両者の使い分けは明

確ではない。もとの動詞にすでに反復の意味があり，接毘辞 el/-erがその反

復の意味を強めるにすぎないこともある O

(a) 接尾辞 el

biddelje i物乞いをするJ (bidde r祈る，懇願するJ)

hinkelje i石蹴り遊びをするJ (hinkje i足を引きずって歩く J)

soarrelje [swar;:Jlj;:J] iグツグツ音をたてて煮えるJ (soarje [swarj;:J] 

i(グツグツ音をたてて)煮えるJ)

stoartelje [stwat;:Jlj;:J] /stoarrelje [stwar;:Jlj;:J] iつまづく，よろめく J

(stoarte [stwat;:JJ i落ちる，突入するJ)

wevelje i (前後左右に)何回も揺れるJ (weevje/weve i織る， (前後左

右に)揺れるJ)

56 



間フリジア認の文法構造一動詞(7)ー

wig(g)elje ，(前後左右に)何屈も揺れるJ(wiigje ，(前後左右に)揺れるJ)

wippelje ，(いすなどが)ぐらぐらする，コヴタガタするJ (wippe 'シー

ソーをこぐ，跳ねまわるJ)

市オラン夕、語とドイツ語で上記の言語に対応するのは次の語である O

ブ. biddelje (bidde)特定.bedelen (bidden)仲ド.bettεln (beten) 

hinkelje (hinkj巴)叶1inkelen(hinken) 特 [hupfeln](hinken) 

wig(g)elje (wiigje) c;，wiεgelen (wiegen)伶なし (wiegen)

wippelje (wippe) c;，wipperen/wiebelen (wippen)∞なし (wippen)

(b) 接尾辞 -er

gukerje 'じっと目をこらす，じりじりと熱望する J (gukje '見るJ)

klammerje 'ギューギューはさみつける， (歯を)ギ、シギシ食いしばる」

(klamme/klamje 'はさむ， (歯を)食いしばるJ)

klapperje 'カタカタ・ガタガタ音をたてる， (数が)ガチガチ鳴る」

(klappe 'パタンと音をたてる，パタンと開く・閉じるJ)

snikkerje 'すすり泣き続けるJ (snikke 'すすり泣く J)

tukerje ピリピリ・ズキズキ痛むJ (tukje' (ピリピリ・ズキズキ)痛むJ)

bibberje ，(寒さや恐怖などで)ブ/レツと身震いする，ぞくぞくする」

(beve '震動する， (寒さや恐怖で)震えるJ)

，%オラン夕、語とドイツ語で上記の語に対応するのは次の語である。

ブ. klapperje (klappe)。ォ.klapperen (klappen)仲ド klapp巴rn(klappen) 

klammerj巴 (]damme/klamje)件なし (klemmen)特 klammern(klam-

men) 

bibberje (beve)∞bibberen (beven)特 bibbern(beben) 

(c) 接尾辞…el/…er

elと erがともにつく言語がある O

knukelje/knukerje 'しわくちゃになる，しわくちゃにするJ (knukG)e 

「しわがつく，しわをつけるJ)

sipelje/ siperje 'ジワジワにじみ出る，ポトポトしたたるJ(sypje ，(ジワ

ジワ)にじみ出る， (ポトポト)したたるJ)

stuitelje/ stuiterje 'つまづく，よろめく J (stuitsje'止める，跳ね返る，
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つまづく J)

『オランダ語とドイツ語で上記の語に正確に対応する諮は見当たらない。

(2) 接尾辞-k

(a) 意味と用法

動作の「反復・短縮(縮小)Jを表わす。

dripkje r軽く瀧る，霧雨が降るJ (drippe r滴る，霧雨が捧る J)

farkje r船に乗る，航海する;船遊び、をするJ(farre r船に乗る，航海す

るJ)

flaikje rちょっとおだてる・お世苦手を言う J (flaaie rおだてる，お世辞

を言うJ)

gnyskje r軽く冷笑する・あざ笑う J (gnize r冷笑する，あざ笑う J)

pulkje/puolkje rしぼり出す，ほじくり出すJ(pulje/puolje rむく，はが

すJ)

ruoikje/roeikje r小さなストロークで静かに濯ぐ・漕いで、漂う J (roeie 

「こぐJ)

sobkje rちょっとすする・しゃぶるJ (sobje rすする，しゃぶるJ)

De gong is ut de ever， hy leit min of mear te dobberjen en seftkes te 

ruoikjen. r船は速度を落とし，多少，浮いたような感じになって静かに

漂っていたJ (Bosma-Banning 198P: 76) 

次の動詞はもとの動詞から子音の交替によって微妙に意味が異なる別の動

詞が派生する例である。

drifkje r (家畜を静かに)駆りたてて集める，追い払う， (雲が)漂う」

(driuwe r駆りたてる，強いる，漂うJ)

driuwkje r静かに潔う J (driuwe r向上J)

harkje r聞く，耳を傾けるJ (hearre r関心開こえるJ)

wyfkjerためらう，揺らめく J (weve r (前後左右に)揺れるJ; wever織

る」は語源的にも異なる別の語)

k十 elというこ重接尾辞がついた例もある。

一回一



西フリジア諾の文法構造一動詞(7)ー

driuwkelje r静かに漂う J (driuwe r駆りたてる，強いる，漂う J)

farkelje r船遊び、をするJ (farre r船に乗る，航海するJ)

ruoikelje r小さなストロークで静かに漕ぐ・漕いで漂う J (roeie rこくやJ，

Boersma/Van der Woude 19802: 110) 

oy オランダ語とドイツ諮でと記の語に正確に対応する語は見当たらない。

(b) 縮小辞(指小辞) ~ke との関係

震史的には接尾辞 ~k は縮小辞(指小辞) ~ke と同一だ、った。つまり，古く

は動謂にも名語と詞じく縮小形(指小形)があった。しかし，今日では接尾

辞 ~k と縮小辞 ke は別であるとみなす必要がある。なぜなら，名詞に見られ

る縮小辞には ke/~tsje/ ~je という異形態があるのにたいして，動詞接尾辞

は kに限られ，他の異形態、はほとんど存在しない。そもそも異形態一jeは語

末の jeと重なるので現われることができず，語幹が歯(茎)音t/d/n/lで終

わる動詞にも tsjeはっかず， ~ke がつく (Hoekstra (1998: 142)， Van der 

Meer (1988b)， Van der Meer (1989)参照。ただし， Van der Meer (1988b)， 

Van der Meer (1989)は接尾辞 kと加音 k((3)参照)を区別していない)0

次の動詞は f の後で ~t が現われる語形が併存する珍しい併である。

hifkje~hiftsje r手のひらに乗せて重さを量る，重さを量るために持ち

上げる，評価するJ (heve r持ち上げるJ)

官オランダ語とドイツ語で上記の語に正確に対応する語は見当たらない。

~ 91品詞転換 (dekonverzje)による派生動詞

(1) 品詞転換による動詞派生の種類

西フリジア語では品詞転換によって動詞以外の品語から動詞を派生する語

形成手段がきわめて生産的であり，特筆に値する。古くから文法家もこの点

を指摘している (Hoekstra1998: 15lf.)。名詔と形容詞はもちろんだ、が，そ

のほかの品詞の例も見られる。オランダ語やドイツ語と比べると，名詞から

の品語転換による動詞が多い。

品詞転換による動詞の派生方法には次の 2種類があるO
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① ゼロ品詞転換 (dekeale konverzje) 

② 加音(itaugmint)っき品詞転換

以下，この111震に説明する O

(2) セロ品詞転換 (dekeale konverzje) 

加音を伴わずにもとの語をそのまま語幹とする動詞を派生するものを指

すO

(a) 名詞からの品詞転換 (s85 (3)) 
名詞の示す物事に何らかの形で関連した動作を行なうという意味を広く

わす。具体的には r名詞の表わす物事を施す・与える」という意味の「装備

動詞J (仮称， ornativen)や「名詞の表わす物事を取り除く」という意味の「欠

如動詞J({反称，privativen)などが含まれる (Boersma/Vander W oude 19802; 

110800 

bargje r散らかす，めちゃくちゃにするJ (baarch r豚J)

damje r夕、ムでせき止めるJ (dam rタゃムJ)

dykje '堤坊を築く，堤防でせき止めるJ (dyk '堤前J)

dopje ，(木の実・那などの)殻そ取る， (豆などの)さやを取るJ(dop ，殻，

さやJ)

eagje [Idγj;}] ，見つめる，自に入る，目立つJ (each [I;}x] r日J)

fervje '塗装する，ペンキを塗る J (ferve '塗料，ペンキJ)

juchheie '歓声を上げる，喝采するJ (juchhei '歓声，喝采J)

manje '男性と結婚する J (man '男の人，夫J

piipje '笹を吹く J (piip rパイプ，管，笥J)

skile r (…の)皮をむく J (skyl r皮J)

skimerjunje'夕涼みをする，夕暮れ時にすわって歓談するJ (skimerjun 

「夕暮れJ)

sniebalje を投げる，雪合戦をする J (sniebal 

toskdokterje '歯援者に通う J (toskdokter r歯医者J)

tsjerkje r教会に行く・通う J (tsjerke r教会J)
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wiivje i妻帯するJ (wiif i女の人，妻J)

名詞の示す岳然現象が起こるという非人称動詞になることもある。

daagje i夜が明ける (deii昼，日J)

junje i夕方になる，暗くなるJ (jun i夕方，娩J)

nachtsje i夜になるJ (nacht i夜J)

simmerje i夏になるJ (simmer i夏J)

winterje i冬になる J (winter i冬J)

waarljochtsje i稲妻が光るJ (waarljocht i稲妻J)

Wy koene it ljocht wol utdwaan， ik leau it daget al wat. i私たちは明

かりを消しでもいいんじゃないか，もういくらか明るくなってきたと思

うJ (daagje) (WFT 3/1986: 323 

As il net winteret， dan simmeret it ek net. i冬にならなければ，夏に

もならない(ニ冬来りなば，春遠からじ。ことわざ)J (Zantema 1984: 863) 

オランダ諮とドイツ語で上記の認に対応するのは次の語である。ある程度の数

は認められるが，回フリジア語ほどは多くない。

ブ eagje 巴ach)件オ.ogen (oog)特ド.なし (Aug巴)

damje (dam) <=>afdammen (dam) 件 abdammen(Damm) 

dykje (dyk) <=>bedijken (dijk) <=>eindeichen (Deich) 

dopje (dop) <=>doppen (dop) <=> [aushulsen/ enthulsen (Huls巴)J

fervje (ferve)ωverven (verf)特farbenr着色する，染めるJ (Farber色Jl

juchheie (juchhei)伶juichen(gejuich) <=>jauchzen (Gejauchze) 

manje (man)特なし (man)∞スイス mannen (Mann) 

piipje (piip) 特 pijpen(pijp) 特 pfeifen(Pfeife) 

skile (skyI)件schillen(schi!) <=>schalen (Schale) 

sniebalje (sniebaO仲 sneeuwballen(sne巴wbaO∞なし (Schn巴ebalO
wiivje (wiif)∞なし(なし)件 [sichJ b巴weiben(Weib) 

daagj日 (dei) 特 dagen(dag)∞tagen (Tag) 
junje (jun)。稀 avonden(avond)件なし (Abend)

simmerje (simmer) <=>zomeren (zomer)φsommern (Sommer) 

wintεrje (winterl 特 winteren(winter)∞wintern (Winter) 
waarljochtsje (waarljocht)伶 W悦 rlichten(weerlicht)仲 wett巴rleuchten

(Wetterleuchten) 

v9フリジア語にはオランダ語と同様に「泰めく J r秋になる」という動詞は見当
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たらない (maitiid'春J，hj巴rst'秋J)。ドイツ語と北ゲルマン諮では次のよう

になる(アイスランド語(ア)，ブェ…ロー語(ブェ)，ノルウェ一語ブークモ

ル (bokmal，プ)，詞ニューノシュク (nynorsk，ニュ)，デンマーク語(デ、)，

スウェーデン語(ス))。どれも非人称動詞。

ド.台 lenzen'春めく J (古 Lenz'春J)，somm巴rn'麦になるJ (Somm巴r

「夏J)，herbste(l)n'秋になるJ(Herbst'秋J)，wintern'冬になるJ(Winter 
「冬J)

ア.vora '春めく J (vor '春J)，vetra '冬になるJ (vetur '冬J)

フェ.vara'春めく J (var'春J)，sumra'夏になるJ (summar'夏J)，heysta 

「秋になるJ (heyst '秋J)，vetra '冬になるJ (vetur '冬J)

ブ vares'春めく J (var'春J)，古 somres'夏になるJ (sommer '夏J)，

hOstes '秋になるJ (hOst '秋J)，vintres '冬になるJ (vinter '冬J)

ニュ.varast'春めく J(var'春J)，haustast'秋になるJ(haust'秋J)，vintrast 

「冬になるJ (vinter '冬J)

ス varas'春めく J (var '春J)

デ.対応語なし

(b) 形容詞からの品詞転換

形容詞の示す性質・状態，それへの移行，その移行を生じさせる動作の意

味を表わす。この三つの意味のどれを表わすかは語によって異なる。

i) grienje [grianja] ，緑色をしている・茂っている，緑色になる・芽を出す，

緑色にするJ (grien [grian] ，緑色のJl

ii) deadzje [dICld3a] r殺す，壊滅させる， (傷口などが)遮るJ (dea [dla] 

「死んだ、(変化形 deade) J) 

iepenje [iapanja] rあく，あけるJ (iepen [iapan] rあいているJ)

kuolje r冷える，冷やすJ (koel r冷たいJ)

readzje [rIad3a] r赤くなる，赤くするJ (rea(d) r赤いJ)

suorje r酸っぽくなる，酸っばくするJ (soer r酸っばいJl

iii) folje r満たすJ (fol r満ちたJ)

rypje r熟すJ (ryp r熟したJ)

slugje rうとうとする;子爵取る J (sluch r眠い，ぽうっとした，鈍いJ)

waarmje r暖めるJ (waarm r媛かいJ)

形容詞の示す性質・状態に関連する動作を行なうという意味を表わす語も
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あるO

gekje r冗談を言う，ふざけるJ (gek r気の狂った，馬鹿げたJ)

wyldzje rはじゃぎまわる，粗野に振る舞う J (wyld r野生の，粗野なJ)

rje一動詞」のほかに同じ意味の re-動詞」が併存するものがある O

koartsje [kwat¥d] ~koarte [kwatd] r短くなる，短くするJ (koart 

[kV¥引] r短いJ)

langje/lingje<=>lange/linge r長くなるJ Oang r長いJ)

次の語は加音 igと関係がある ((3)(d))。

feiligje r保護する J (feilich r安全なJ)

オランダ語とドイツ語にはほとんど上記の語に対応する諾がある (slugjeなど

のように対応する形容詞を欠く語を除く)。ただし，使用頻度や意味の面で完全

に対応するとは限らない。

フ grienje(grien)伶オ.groenen (groen)。ド griinen(griin) 

d巴adzje(dea)∞doden (dood)仲 toten(tot) 
iepenje (iepen)仲 openen(open) 件 δffnen(off巴n)

kuolje (koeJ)特koelen(koeJ)∞kiihlen (kiihJ) 

readzje (rea(d))特なし (rood)特(町一)rδten(rot) 

suorje (soer) <=>zuren (zuur) <=>sauern (sauer) 

folje (foJ) <=>vullen (vo]) <=>fiillen (voll) 

rypj巴 (ryp) 伶 rijpen(rijp) <=>r巴ifen(reif) 

waarmje (waarm) 仲 warmen(warm) 件 warmen(warm) 

gekj巴 (gek)仲 gekken(gek)特なし(なし)

koart(sj)e (koart)仲 korten(kort) 特 kiirzen(kurz) 

lang(j)巴/lingU片付lengen(Jang)伶 langen(Jang) 

feiligje (feilich)∞beveiligen (veilig)件なし(なし)

( c) その他の品詞からの品詞転換

一部の副認，数詞，間投詞から動詞をつくることがある。

utfanhuzje r街泊する，指i白させるJ (副詞utfar由usr宿泊しているJ)

ienentweintigje rトゥエンティー・ワン(ブラックジャツク)をする(

トランプ遊びの一種)J Oenentweintich rZlJ) 

fjouwerje r (馬が)ギャロップで走る・疾走するJ (fjouwer r 4 J) 

bimbamje rキンコン・カランコロンという塔の鐘の音がするJ (bimbam 
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「キンコン，カランコロン(ニ塔の鐘の雑多な音)J) 

huie iやじる，ブーイングをするJ (hui iブーブー(ニやじる声)J) 

piipje iピーピー鳴く，チューチュ

チューJ)

く (piipiピーピー，チュー

オランダ語で上記の語に対応するのは次の諮である。ドイツ諮では対応する語

は見当たらない。

フ.ienentweintigje Oenentweintich)∞オ.eenentwintigen (een日ntwintig)

件ド.なし

bimbamje (bimbam)特例mbammen(bimbam)仲ド.なし

piipje (piip)∞piepen (piep)件ド.pfeifen (Pfeife) 

(3) 加音(itaugmint)っき品詞転換

(a) 加音の種類と意味

品詞転換によって動詞になるもとの諾には，統詩的・意味的な役割を担わ

ない形態素である守口音J (it augmint)がつくことがある。加音にはでar，

~k/ーし…ig， ~e!/ -erがあり，すべて ije-動詞」を形成するが，生産的なのは

earにとどまる O 意味はゼ、ロ品詔転換の場合と同様である。

加音には…k，-el/~er のように接尾辞と同形のものがある。接尾辞が動詞か

ら胆の動詞を派生するときに用いるのにたいして，加青は動詞以外の品詞か

ら動詞を派生するときに用いる点、で異なる。また，接尾辞は対応する動詞に

たいして反復・短縮(縮小)アスペクトの意味を付加するが，加音は対応す

る動認を欠き，反復・鰐縮(縮小)アスペクトの意味をとくに明示しない。

以下の用併は，もとの語が名詞か形容詞かといった品語の区別なく示す。

(b) 加音 ear[…jEr] (ear台動詞)

この加音はおもにフランス語からオランダ語経出で借用された多数の外来

つくが，生産性が高い。アクセントをもち i害jれ」を起こして earje …

jÜjd] と発音する O オランダ語では ~eer が対格し (~eer十四>~eren [… 

e:rd(n)]) ， ドイツ語では ~ier 一ier十一en […i:rdn] )が対応する。

aktivearje i活性化するJ (aktyf i活動的なJ)

kompletearje i完全にする，補完するJ (kompleet i完全なJ)
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protestearje 抗議する J (protest '拭議J)

redenearje '推論する，論議する J (reden '理由，根拠J)

studearje '大学で学ぶ，研究する J (studzje '大学での勉学，研究J)

wurdearje/weardearje ，~函館を認める，議んじる，評価する J (wearde 

「価値J)

ずオランダ語とドイツ語で上記の諸に対応するのは次の語である O とくにオラン

ダ語ではすべて対応する語がある。

フ.aktivearje (aktyf)件オ.activeren (actief)∞ド.aktivieren (aktiv) 

kompletearje (kompleet)∞completeren (compleet)件 komplettieren
(komplett) 

protestearje (protest)特 protesteren(protest)特 protestieren(Protestl 

redenearje (reden)仲間d巴neren(reden) Cc? [redenJ (Rede) 

studearje (studzje) Cc?studeren (studie)件 studieren(Studie/Studium) 

wurd日arje/weardearje(wearde) Cc?waard巴ren(waard巴)∞ [wertenJ

(Wert) 

① ニ重加音(一is-ear)

もとの語が-1/-n/-r/-tという歯(茎)音で終わる場合には，耳目の加音 -is

がつくことが多く， -is-ear十一jeというこ重加音による 'je-動詞」にな

るO

legalisearje '合法化する J Oegaal '合法的なJ)

modernisearje '現代化・近代化する J (modern '現代的な，近代的なJ)

karakterisearje '特徴づける J (karakter '特徴，性格J)

konkretisearje '具体化するJ (konkreet '呉体的なJ)

ザオラン夕、諮とドイツ語で上記の語に対応するのは次の語である。すべて対応す

る語がある。

フ.legalis巴arje(]egaaI)。ォ.legaliseren (]egaaI)。ド.legalisieren (]egal) 

modernisearje (modern) 件 moderniseren(modern)仲 modernisieren

(modern) 

karakterisearj巴 (karakter)Cc?karakteriseren (karakter)件 charakteri-

sieren (Charakter) 

konkretisearje (konkreet)特 concretiseren(concreet)∞konl王retisieren
(konkret) 
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② もとの語が ykで終わる場合

-ykで終わる語では kをsに変えて ear十 jeをつける。

publisearje I出版する，発表する J (publyk I公共の;公衆J)

この場合， kをsに変えない語が併存することがある。kをsに変えない

語形はゼロ品詞転換による動詞だが，意味が異なるo

fabrisearje I製造するJ ~fabrykje I趣味で工作するJ (fabryk I工場J)

次の語は kをsに変えない例である(ただし， Hoekstra (1998: 154)に

はmuzisearjeという語形も記載されている)0

muzykje I複数の人で音楽を奏でる，演奏するJ (muzyk I音楽J)

オランダ語とドイツ語で上記の語に対応するのは次の諾である。

フ.publisearje (publyk)仲オ.publicer巴n(publiek) c;，ド.publizier巴n

(Publik) 

fabrisearje~fabrykj巴 (fabryk) 件 fabr・iceren/fabrikeren~fabrieken

(fabriek)φfabriezieren (Fabrik) 

muzykje/ [muzisearjeJ (muzyk)件 musiceren(muziek)件 musizieren

(Musik) 

この加音は比較的新しい時代にオランダ語から借用した諾に多く見られ，

オランダ語の語形に酷似している。したがって，これは部ブリジア語独自の

品詞転換ではなく，オラン夕、語での対応、語を西フリジア語に適合させて借揺

した結果にすぎないとも言える可能性がある O つまり， -ear自体が生産的な

加音なのではなく，オランダ語で対応する e伎をもっ語の数が多いにすぎな

いという考えかたである。次例のように，品詔転換以前のもとの語が存在し

なかったり，西フリジア語内部の理由とは無関係に語形や意味が異なってい

たり，外来語的な接尾辞を伴うものがあるのはそのためとも言える可能性が

ある。

probearje I試みる，試すJ (proef I試験，テスト J)

ave(n)searje I前進する，従事するJ (なし)

abstrahearje I抽象化するJ (訪日traktI抽象的なJ)

abonnearje I定期購読させる J (abonnemint I定期購読J)

observearje/obstrewearje I観察するJ (observaasje/obstrewaasje I観
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察J)

servearje i (食事などを)出す，給仕するJ (servys i食器J)

にT オランダ諾とドイツ語で上記の語に対応するのは次の語である。とくにオラン

夕、話ではすべて対応する認がある。

フ.probearje (proef)。ォ.proberen (proef)。ド.probieren (Prob巴)
ave(n)searjε(なし){=}avanceren (avance(s)) {=}avancieren (Avanc巴(n))

abstrahearje (abstrakt)特 abstr計leren(abstract) {=}absrahieren (ab-

strakt) 

abonnearje (abonnemint)∞abonneren (abonnement)∞abonnieren 
(Abonnement) 

observearje/obstrew巴arje(observaasje/obstr巴waasje){=} observeren 

(observatie)件。bservieren(Obs巴rvation)

servearje (servys)特 serveren(s巴rvies){=}s巴rvieren なし)

しかし，次開のように，オランダ語に存在しない語や，オランダ語では加

eer を伴わない語も見られるo したがって，やはり加音 -ear-は西フリ

ジア語として独自に生産性を獲得していると考えたほうが適切である。

bankerottearje i破産するJ (banl王(e)roti破産:破産したJ)

特オ.banl王roetgaan i向上J (bankroet i向上J)

grundearje i設立する，基礎を築く J (grun i基礎，地面J)

仲オ.gronden i向上J (grond i向上J)

soberearje i質素に暮らすJ (sober i質素な，控えめなJ)

。ォ.sober leven i向上J (sober i向上J)

(c) 加音 k/-t(kje動詞/tsje動詞)

加音-kは直前の子音の種類に応じて -tとして現われることがある O 加音

-kは反復・短縮(縮小)のアスペクトを表わす接尾辞 -k(S90(2))と関係が

あるが(Hoekstra1998: 153)，とくにそのような意味を表わすわけではない。

接尾辞 kが歴史的に縮小辞(指小辞)討と同一だ、ったことは， S 90 (2)(b)で

述べた。接尾辞 -kに異形態がほとんど見られないのにたいして，加音 kに

はえという異形態が残っている O

①加音 -k(kje動詞)

もとの語が nおよび一部で d/-lで終わる場合以外では，加音 --kがつ
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blomkje r開花する，趣味で園芸をするJ (blom r花J)

briefkje [brjIfkj;}] r文通する J (brief [br匂f]r手紙J)

buorkje r農業を営むJ (boer r農夫J)

fierkje [fjIrkj;}] r遠くを見つめる，切望する J (fier [fi;}r] r遠いJ)

fustkje [fuskj;}] ([t]は脱落する)r握手する J (fust [fust] rこぶしJ)

leafkje [lIdfkj;}] r愛撫する J Oeaf [lI;}f] rいとしい，好きなJ)

mulkje r口に合う，口ごもるJ (mule r口J)

noaskje [nwaskj;}] r嘆ぎまわる，詮索する;気に入るJ (noas [no;}s] 

「鼻J)

pypkje rパイプでタバコを吸う J (piip rパイプJ)

jookje rjoで呼びかけるJ (jo rあなた(敬称)J) 

loaikje [lo;}ikj;}， lwaikj;}] r怠けている，のんびり暮らすJ Ooai [lo;}i] 

「怠惰な，のんびりしたJ)

sleaukje rぐずぐずする，もたもたするJ (sleau rのろい，不活発なJ)

次の語には加音 kによる品詞転換のほかに，語末の半母音 [u](/w/) 

をゼロ品詞転換によって音節初頭の子音[w]として実現させ，同じ意味

の re動詞」を形成する語形が併存している。

dookje~dowe [do:w;}] r doで呼びかけるJ(do [do:u] r君(親称)J)

stookje~stowe[stó:W;}] r -stoを使って呼びかけるJ (-sto [sto:u] (← 

-st人称変化語尾十 o(← do r君(親称)J))

次の語にはゼ、ロ品詞転換による同じ意味の動詞が併存している。

rustkje [rOskj;}] /roastkje [rwaskj;}] ~rustje [rO¥;}] /roastje [rwa¥;}] 

(それぞれ [t]は脱落する)rさび、るJ (rust [r向t]/roast [rwast] rさ

び~J) 

s オラン夕、語とドイツ諮で上記の語に対応するのは次の語である。前言語とも加

音はつかない。

ブ.buorkje (boer)。ォ.boeren (boer)特ド.古bauern(B呂田1・)
noaskje (noas)特 neuzen(neus)件なし (Nase)
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loaikje (Ioaj)∞luieren (Iuj)特なし(なし)

rustkje/ roastkje~rustje/ roastje (rust/ roast)件roest巴n(roest)件 rosten

(Rost) 

② 加音 t(tsje動詞)

もとの語が nおよび一部で d/-lで、終わる場合には，加音 tがっしこ

れは加音 kの異形態と考えられる(s32'縮小形J)o加音 -tは一jeとの
連続で破擦音化によって規則的に tsje[t¥8] となる。

feantsje [fjEnt¥8] ，泥炭化する，沼沢地・湿地帯になるJ (fean [fbn] 

「泥炭，沼沢地，湿地J)

sintsje '臼光浴をするJ (sinne '太陽J)

teantsje [tjE批判「つま先で立つ・歩く J (tean [tI8n] ，つま先J)

trientsje [trjI凶ね]，涙が出る，涙する J (trien [tri8n] ，涙J)

被擦音化は jeと連続しないときには起こらず，一tのままである。

Ik teantsje. '私はつま先で歩く」仲間ateantet. '彼女はつま先で歩く J

(teantsje) 

加音 -kと加音 -tによる語形が併存するものがある。

túnkje~túntsje '庭仕事をする J (t如「庭J)

koalkje [kwalkj8] ~koaltsje [kwalt¥8] ，キャベツを栽培するJ (koal 

[ko81] ，キャベツJ)

ゼロ品詞転換による同じ意味の語形が併存するものがある O

rjemkje~rjemje ，(牛乳から)乳脂(クリーム)を取り除く J (rjemme 

「クリーム，乳脂J)

skierkje [skjIrkj8， ski8rkj8] ~skierje [skjIrj8， ski8rj8] ，灰色になる，

白髪になるJ (skier [ski8r] ，灰色のJ)

slyd(s)kje~slydzje 'そりに乗る，そりで運ぶJ (slide [slid8] ，そり J)

『最後の認については，ほぽ詞じ;意味でslydjeieという動詞がある。

It giet dat it slydjaget. 'そりで滑るように物事が迅速に進行していく J (Dyk. 

stra 2000: 631) 

これは sliderそり」の語末のでが脱落した slydーと動詞jeier狩りをする，追

い立てる，疾駆する」による複合動詞であり，本来，名詞抱合による抱合動詞
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と言える。語形変化も動詞j巴1eの変化そのままであるo ただし，後半部のjeie

という動詫の諮嚢的意味は希薄で，前半部の名詞slydーに関連した動作が

「荒々しく迅速に起こる」ということを表わし，名詞からの品調転換による派生

動詞 slyd(s)kje~slydzje に「拡大(指大)J (エ.augmentative)の意味を加え

たものと解釈することもできる O また，前半部が他の名詞の例もいくつかある

点を考慮に入れて， Hoekstra (1998 : 143)はこれを接尾辞一jeiによる派生動

詞とみなしている。

『オランダ語とドイツ語でよ記の諾に対応するのは次の語である。前言語とも加

音はつかない。

フ.feantsje (fean)∞オ.vervenen (veen)特ド.なし(北独 Fenn/Fehn)

sintsje (sinne)∞(zich) zonnen (zon)仲 (sich)zonnen (Sonne) 
trientsje (trien)∞tranen (traan)仲 tr註nen(Tr註ne)
túnkje~túntsje (tun) c;，tuinieren/稀 tuinen(tuin)件なし(なし) [参

考:gartnern (G紅白n)J

rjemkje~rjemje (rjemme) c;，romen (room) c;，abrahmen/ entrahmen (南

独・填 Rahm) 

slyd(s)kje~slydzje (s!ide) 特 sl巴den/sleeen (slede) c;， schlittern 

(Schlittεn) 

Van der Meer (1988b: (1) 67/(2) 6)はfeantsjer["泥炭採掘業者J/feantsjerij

「泥炭採掘業J，tuntsjer r密芸家，菜園経営者J/ tuntsjerij ["演芸，菜園経営業」

という語形があることから，歴史的には上記の説明とは逆に，加音-t は加音

-tsjーに由来するという意見を述べている O

(d) 加音 el/-er (elje動語/erje-動詞)

加音 -k/-tと同様に「反復J(iteratyf/エ.iterative)のアスペクトを表わ

す動詞接尾辞-el/-er(~90 (l)(a))に由来するが，とくにそのような意味を表

わすわけではない。

poatelje [po;:Jt;:Jlj;:J] r速足で歩く，ちょこちょこ歩く J(poat [po;:Jt] r動

物・家具の)足J

nestelje r巣を作るJ(nest r巣J)

uterje r表明する，述べるJ(ut r外にJ)

wynderje r風そ起こす，R誌に吹かれるJ(wyn r風J，オ. wind) 

市オランダ語とドイツ語で上記の語に対応するのは次の語である。

フ.nestelj巴 (nest)∞オ.nestelen (nest)件ド.n巴steln(Nest) 

uterje (ut)特 uiten(uit)∞ausern (aus) 
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(e) 加音 -ig(jgje-動詞)

加音 igは歯(茎)音 (s/z， 1， d/ t， n)で終わる名詞と少数の形容認につく。

接頭辞を伴う例も多い (387，88) 0 -igのiが脱落し(②)， (4)の gによる

派生動詔 Cgje動詞)とまぎらわしい語もある。

加音 igは歴史的に名詞から形容詞を派生する接尾辞 -ichCオ/ド.一ig，

エ.-y)を加音に転用し， -ichがつかない名詞にも用いるようになったもの

と考えられる。たとえば， wettigje r合法と認める」は形容詞wettichr合法

的なJC名詞wet'法律J)の接尾辞 ichを加者として転用し， 'je-動詞」を

形成した結果と考えられる。たとえば， handi訂正(…の)手になじむ， C…に

とって)扱いやすし勺は語形的に名詞han'手J(複数形hannen)よりも， d 

を含む形容詞handich'手ごろな，便利な」に類似している。さらに，加音 -ig

は ichで終わる形容認をもたない名詞，たとえばkrus'十字架」から動詞

krusigje '十字架にはりつけにするJを派生するときにも用いるようになり，

品詞転換による動詞形成の手段に発達したと考えられる。

加音一igが発達した理由のひとつには，歯(茎)音色/z，1， d/t， n)と後続

する -jの謡音位置が接近しているために，動詞の語幹と語尾の境界を明確に

する形態的な必要性があったと考えられる。

加音 -igはオラン夕、語やドイツ語にも存在し，本来， I泊ゲルマン語に共通し

ており，中世後期から発達したものである CHoekstra1993a: 26ft.)。

① 「名詞ート加音 -igJ 接尾辞 -ichを伴う形容詞が存在する語)

上述の handigje，wettigje以外の例を示す。

sinnigje '(…に)気に入るJCsin r感覚，気持ち，

好みするJ)

sinnich 'えり

stiennigje [stjIlldγj;:J] ，石を投げて殺すJCstien [sti;:Jn] ，石J，stiennich 

[stjIlldX] r石だらけのJ)

sundigj e/ sondigj e'罪を犯す，背く JCsunde/sonde'罪J，sundich/sondich 

「罪深しユJ)

befredigje '満足させるJ(frede r王子和J，fredich'平和なJ，歴史的な理

由で意味が異なる)
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次の語にはゼロ品詞転換による同じ意味の動詞が併存している。

fredigje~freedzje r櫛で囲む，柵を修理するJ

befredigje~befreedzje r境界をつける，区切るJ(befredigjeには「満足

させる」という意味もある)

ûntkrêftigjeへ~ûntkrêftsje r無力化するJ(kreft r力J，kreftich r力のあ

るJ)

オランダ認とドイツ諾で上記の語に対応するのは次の語である。

ブ. handigje (han， handich)件オ.handen (hand， handig)∞ド.なし(Hand，

handlich) 

wettigje (wet， wettich)仲wettigen(wet， wettig)仲なし(なし)

sti日nnigje(stien， stiennich) c;，stenigen (steen， stenig)件steinigen(Stein， 

steinig) 

sundigjel sondigjε(sundεI sonde， sundichl sondich)仲 zondigen(zonde， 
zondig) c;，sundigen (Sunde， sundig) 

befredigje (frede， fredich) c;，bevredigen (vrede， vredig) c;，befriedigen 

(Fri巴d(邑)/Frieden，friedlich) 

ûntkrêftigj巴~ûntkrêftsj巴 (krêft， kr色ftich)c;， ontkrachten (kracht， 

krachtig) 仲間tkräftigen~entkräften (Kraft， kraftig) 

② 「名訴十加音 igJ 接尾辞 ichを伴う形容認が存在しない語)

igのiが脱落した語形やゼロ品詞転換による語形が併存する語があるO

einigjel eindigje~eingje~einje r終わる，終えるJ(ein r終わりJ)

beïerdigje~beïerdzje r埋葬するJOerde r土，地面J)

次の語はゼ、ロ品詞転換による意味の異なる動謂が併存する併である。

i王rusigjer十字架にはりつけにするJ~kruse r交差させるJ(krus r十字

架J)

官オランダ語とドイツ語でと記の語に対応するのは次の諮である O

フ.einigjel eindigje~εingje~巴inje (ein)。ォ.eindigen (eind(e))件ド.

beendigen (Ende) 

krusigje~luuse (krús) ∞ kruisigen~l王ruisen (kruis) c;， kreuzigen 

~kreuzen (Kreuz) 

③ 形容詞十加音 ig 

少数の語に限られる。
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jin ferwissigje i確認するJ (wis i確実なJ)

festigje/festigje i (注意を)向ける， (期待を)かける，設立する，確立

させるJ (fest i堅田な，不動の，安定したJ)

reinigje i掃除する，洗浄するJ (rein i清潔な，純粋なJ)

オラン夕、語とドイツ認でよ記の語に対応するのは次の誌である O

ブ.jin ferwissigje件オ.zich vergewissen (gewis)。ド.sich vergewissern 

(g巴wiss)

f色stigje/festigj巴(fest)<=?vestigen (vast)∞festigen (fest) 
reinigje (rein) 特 reinigen(rein)仲間inigen(rein) 

(4) 加音一igとは別の -gによる「白e-動誤」

品詔転換の加音一igによる iigje-動詞」とは別に，歯(茎)音(t/d，z/r)で

終わる語に -gを加えてから -jeをつける igje-動詞」がある。今日では -z

で終わる語に gをつける併が大部分である。この -gの付加による igje-動

詫J は名詞からの品詞転換，動詞からの派生，もとの名詞や形容詞などが存

在しない語を含んでいて雑多で、あり，品詞転換に用いる加音とは言えない。

また，加音 igによる iigje動詞」には訟を含まない動詞が併存すること

は少なく，語によっては明示的な意味の相違が見られることもあるが， -gに

よる igje-苦手j語」には…gを含まない動詞がほとんど併存し，明示的な意味の

相違は見られない。さらに， -gを含む igje-動詞」はすべて文体的に書き

葉的であり， -gを含まない動語は話し言葉的であるのにたいして，加音 ig

による iigje動詞」にはこのような相違が認められない。最後に，この -gは

西フリジア語に特有であり，オランダ語やドイツ語では対応する語に gを

含む語形は見られない。

bewiizgje~bewiizje/bewize i証明するJ (bewiis i証明J)

drinzgje~drinzje/ drinze i水を飲ませる，水にひたすJ (drinkei飲むJ，

S 89 (3)①) 
grãnzgje~grãnzje i (犬などが)うなる，鼻声で話す」

grinzgje~grinzje i (…と)隣接している， (…と)紙一重であるJ (grins 

「境界J)
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priizgje~priizje r価格を定める;ほめる評価するJ(priisr価格;賞ーほ

うび、J)

jin tjirgje~jin tjirje (佑に tsjirgje)r荒れ狂う，暴れまわるJ

なかには，加音 -igによる rigje-動詞」やゼロ品詞転換による語形が併存

するものがある。これは歴史的に gの付加によるが (Hoekstra1993a: 

490， -gの付加による語の大多数が zで終わる語であることから， -z以外

で終わる次の語は今日では加音 igによる品詞転換とも解釈され得る(次例

は rgje-動詞J ~rigje-動詞J ~rゼロ品詞転換」の1慎)。

nytgje~nytigje~nytsje (他に nitelje/njidzje)r怒らせる，いらだたせるJ

seingje~seinigje~seinje r祝福するJ (seine r祝福J)

tiidgje~tidigje~tiidzje r期待する，当てにするJ

次の語は加音 igによる rigje動詞」やゼ、ロ品詞転換による語形が併存せ

ず，書き言葉的でもない。これはおそらく名詞reizgerr旅行者」との類推に

よると考えられる(ib.490。

reizgje r旅行するJ (reis r旅行J

昨日izg巴rはオランダ諾のreizigerr旅行者」に対応するo reizigerは中高ドイツ

語 (Mittelhochdeutsch)の形容詞reisicr騎馬武装をして出征準備の整った」

(現代ドイツ語 reisig)の強変化男性単数形reisigerr騎馬武者J (現代ドイツ

語 Reisige (形容語変化))からの借用と考えられる (DeVries/D巴Tollenaere

1971: 570， Van Wijk 1912 (1980): 542)。

世オランダ語とドイツ語で上記の語に対応するのは次の語である。雨言語ともに

gを{半うものはひとつもない。

ブ. bewiizgje~bewiizje/bewize 件オ. bewijzen (bewijs)∞ド.beweisen 

(B巴weis)

drinzgje~drinzje/ drinze∞drenken (drinken) 件 tr註nken(trinken) 
grinzgje~grinzje (grins)特 grenzen(grens) 特 grenzen(Grenze) 

priizgje~priizje (priis) c;，prijzen (prijs) c;，preisen (Preis) 

seingje~seinigj巴~seinje (seine)仲 zegenεn(zegen)仲 segnen(Seg巴n)

reizgje (reis)特 reizen(reis) 仲 reisen(Reise) 

加音 igによる rigje-動詞」がオランダ語やドイツ語にも存在し，本来，

西ゲルマン語に共通して中世後期から発達したのにたいして， -gによるrgje 

動詫」は西ブリジア語に特有であり，起源も比較的新しし 17世紀西フリジ
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ア語文学ルネサンス擦の偉大な詩人，ギスベト・ヤーピクス (GysbertJapiks 

1603-1666)の作品に初めて登場する。当時，「je-動詞」の一jには直前の子音

を口蓋化 (depalatalisearring)する強い影響力があり，ギスベト・ヤーピク

スはこれを唯一，正書法に反映させた同時代の希有な文築家だったと考えら

れる。

しかも， -gの付加は単一の原因によるのではなく，庭前の歯(茎)音の種類

に応じて次の 3種類の変化が起こった結巣と考えられる (Hoekstra1993a: 

28ft.)。まず， -tl-dの誼後で gを付加したのは，後続する jによる口蓋化

の彰響で破擦音化 (deaffrikatisearring)が起こる過程で， -t/-dの後で何

らかの摩接音が存在する([り]/ [dj] > [txj] / [dxjJ > [t¥J / [d3J) ことを

示すために，正書法で摩擦音を表わす gUγ/)を挿入したためと解釈され

る。次に， --z/-rの直後で -gを付加したのは，後続する一jーへの移行を円滑

にするわたり音を表記したためと解釈される O そして最後に，上記の語とは

別に，鵠音以外に -wで終わる語でw>gという変化を起こしたものが含ま

れる O これは -wjeというニつの半母音w/jの連続が発音しにくしこれを回

避するために，軟口蓋化 (defelarisearring)を起こしたためと考えられる O

ただし，この場合は歯音が先行せず，加音 igと混同されることはないので，

上記のこつの変化とは性格が異なると言える。次の語が最後の場合の例であ

る。

kðgje~kauje '鴎む」

roegje~roaie/roeie ，(ジャガイモを)掘り出す， (木を)ヲiき抜く J

skðgje~skoaie/ skouje/ skouwe '目撃する，検査する」

『オランダ語とドイツ諾でよ記の語に対応するのは次の諾である。間言語ともに

-gを伴うものはひとつもない。

ブ. kôgje~kauje∞オ. kauwen仲ド.kauen 

roegje~roaie/roeie特rooien仲roden

skδgje~skoaie/ skouje/ skouwe仲 schouwen件 schauen

ただし，この gはこれ以後，生産的にはならず，今日残っている，gje-動

詞」の大部分はギスベト・ヤーピクスの作品に登場する語と勉の語形との類
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推による少数の語に限られる (Hoekstra1993a) 0 -gを含む語形が今日でも

用いられる理由のひとつは，古風で、荘重な印象を与えるために書き言葉で好

まれるためであり，また，西フリジア語の特徴としてオランダ諾との相違を

きわだたせる効果もある o-gを含む語形が書き言葉的であり，含まない語形

が話し言葉的であるのもそのためである O

日， r gje-動詞」がギスベト・ヤーピクスの作品に多く現われるという指摘は 19世

紀前半から研究者によってなされているが，とくに 19世紀末の西フリジア語

文法主きである VanBlom (1889 : 121)はrgje-動諮J (g)とrigje-動詞J (一ig)

を正確に区別している。間警はまた， besteegj巴r(時間・金を)費やすJ (オ.

besteden)がbesteedigjeに由来し， r gje動詞J ではなく， rigj巴動詞」であ

ることなど，個々の点も正しく暁示している。20世紀前半までに出版された西

ブリジア諮の文法警はどれも rgje-動詞」と rigje動詞」を明確には区別して

おらず，問書はこの点ですぐれている O

宮西ブリジア語でも，鳥の方言，すなわち，スキルへ島方言 (Skylgersk) とス

キエルムンツエアハ島方言 (Skiermuntseagersk)，それにヒルペン(Hylp巴n，

オ.Hindeloopen rヒンデローペンJ)方言(Hynljippersk)では， r gje-動詞」

( -ig)は見られるが， r gje-動詞J (-g)はほとんど見られない(Hoekstra1993a: 

27)。

S 92 現在分詞 (itfuortsettend mulwurd) 

(1) まとめ

分認(itmulwurd， partisipium) には現在分詞と過去分詞がある。

現在分詞の語形はS68 (3)(b)で述べた。用法については，形容詞的・副詞的

に用い，英語の進行形のように助動詞とともに特別な構文と形成することは

ないことを同所で指摘した。現在分詞は過去分詞と同様に，名詞を修飾する

限定用法，動詞を修飾する副詞ffl法，それに名詞に相当する独立用法で用い

ることができる。形容詞化した現在分詞も少なからず存在し，名語化した現

在分詞もある。この場合，アクセントの交努を起こす語がある。以下，用例

と構足説明を加える O
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(2) 現在分詞の用法

(a) 限定用法と「冠飾匂」

現在分詞には形容詞の限定用法と問様に，名語そ修飾する用法がある(名

を[ ]で示す)。

[1n sliepende wolf] rint gjin skiep yn 'e bek. r眠っている狼は羊を播

まえる(ェ走っていって口にくわえる)ことはない(ニ慎重に物事を行

なわない者は目標を達成できない。ことわざ)J (sliepe r眠るJ)

(Beintema 1990: 143) 

Men moat gjin [sli，ゆendehunenJ wekker meitsje. r眠っている犬は

起こしてはいけない(ことわざ)J (sliepe r向上J) (Dykstra 2000: 1151) 

[Kreakjende weinenJ duorje langst. きしむ音をたてる車が一番長持

ちする(ことわざ)J (kreakje rキーキーいう，きしむJ) (ib. 1152) 

[1n fleanende krieJ fangt altyd wat. r飛んでいるカラスはいつも何か

を捕らえる(ことわざわ(f!eaner飛ぶJ) (ib. 1152) 

[Losrinnende hunenJ is in kwea. i放し飼いの犬は害悪だJ Oosrinne 

「自由に歩き回るJ，単数形isは「犬の放し飼し勺という現象岳体の意味

に一致， ~ 30 (6)④) (ULI'S， C 7: 29) 

現在分詞がふつうの形容詞と同様に副詞的な文成分や目的語を伴って，と

きには複雑な修飾成分(冠飾句)を形成することがある O

Skuorbot wie [in algemien foarkomme似た sykteJ.r壊血病は普通に

起こる病気だったJ (foarkomme r起こる J) (ULI'S， B 3: 11) 

[De slim tani・mmendebefolkingsgroeiJ freget te grutte offers fan de 

natoer. r急激に増大する人口増加は自然からあまりにも大きな犠牲を要

求する J (freegje r増えるJ) (ULI'S， C 9: 7) 

Dizze map jout wiidweidige ynformaasje oer [yn Fryslan wurkjende 

en wenjende keunstnersJ. iこの資料ファイノレはフリースラントで仕事

をし，居住している芸術家についてくわしい情報を与えてくれる」

(ULI'S， C 19: 22) 

ただし，この構文は一般に話し言葉ではあまり用いず，書き言葉でもそれ
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ほど多くない。とくに目的語を含んだり，修飾語句が長く複雑なときはそう

である (Tiersma19992: 124)。

Kenne jo [de in boek lezende studinteJ ? 'あなたは本を読んでいるそ

の女子学生をご存じですかJ (稀)

(b) 独立居法

現在分誌は形容認の独立照法と同様に名需に相当する語としてはたらき，

被修鵠名語を省略して限定詰とともに名詞句を形成することがある。

In aardige definisje fan reklame is de fo釦iende:De reklame hat as 

doel in geastlik makliker meitsjend proses (Huizinga). '広告の巧みな

定義としては次のもの(ニ次の定義defolgjende (definisje))がある:

広告とは精神的に容易にする過程である(ホイジンガ)J (folgjend'次の」

(3)(a)←folgje '後続する，従うJ) (ULI'S， B 10: 8) 

Der wurdt dan ek in soad jild stutsen yn it sykjen fan nije medisinen 

en yn it ferbetterjen fan al besteande. 'それからまた新薬の開発と現行

のもの(すでに存在している薬品， al besteande (medisinen))の改良

に大金が投入される J (uLI'S， C 6: 9) 

次iJUのitfoargeandeは中性名詞の省略ではなく，上述の(ェ前の)こと」

という意味の名詞句相当表現である。

De namme is ut it foargeande te ferklearjen. 'その名前は上述のこと

から説明され得るJ (ULI'S， B 17: 21) 

(c) 副詞用法

現在分詞には動認を修飾する副詞用法がある O

日Ysjocht har laitsjend oan. '彼は笑いながら彼女を見つめるJ Oaitsje 

「笑うJ) (ULI'S， A 16: 8) 

Fluitsjend run er fierder. '口笛を吹きながら彼はさらに走り続けた」

(fluitsje '口笛を吹く J) (Boersma/Van der Woude 19802: 81) 

Maria wurdt huveηiend wekker. 'マリアは身震いして自を覚ましたJ

(huverje '震えるJ) (Bosma-Banning 198P: 77) 

この用法ではでを伴うことがある (S68 (3)(b))。
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Meastens ite wy steande by it oanrjocht. Iたいてい私たちは流し台の

ところに立って食事をする J (Bangma 19932: 113) 

ただし，この eは義務的ではない。

Se run 斤uitsjend(e)de dyk del. r彼女は口語を吹きながら道を歩いて

(下って)行ったJ (fluitsje r口笛を吹く J) (Tiersma 19992: 123) 

動詞を修飾する副語用法や，名詞と同格的に用いて関係文に相当する

句に現在分詞を用いる，いわゆる分詞構文が文章語では見られることがある。

[Op syn teantsjes steand(e)J koe it bern it reedriden krekt sjen. rつ

ま先で立ちながら子供はスケート競技をやっと見ることができた」

(stean r立つ，立っているJ) (ib. 123) 

(3) 形容詞化・名詞化した現在分詞

現在分詔が独立した形容詞になっている語がある。

(a) 限定用法

次の現在分詞folgjendはオ.volgend/ド.folgend/エ.followingと同様に，

「次の」という意味で形容認化している O

Beantwurdzje munling de 10釦'endefragen. r次の質問に口頭で答えな

さいJ (folgjend r次の」←folgjer後続する，従う J) (ULI'S， C 17: 9 

変更)

次例の現在分語も同様である。 foarofgeandr前記のJ (←foarofgean r先

行するJ) もこれに属する。

De neikommende wurden moatte der yn foarkomme. r次の単語はそ

の中に出て来なければなりませんJ (neil王ommendI次の」←neikomme

「後に来るJ) (uLI'S， C 19: 30) 

次例のundersteandr下記の，次の」はunderI下に」十steanIある，立っ

ている」の複合語だ、が， 'understeandのようにアクセントが第1音節にあるo

これは無アクセントの接頭辞under-'そもち，意味的にも異なる非分離動詞

under' stean I敢行する， (質問して意見を)開き出す」とは別の語である O

とくに 2番目の用例に冠詞がなく，一種の摂定詞のように機能しているとも
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える O

Lear de understeande wurden. '下記の語を学びなさいJ (ULI'S， B 12: 

13) 

Les understeande tekst in pear kear goed oer. '下記のテキストを数回

よく読み直しなさいJ (ULI'S， B 11: 6) 

(b) 題合名詔に相当する「現在分詞十名詞」

「現在分詞十名詞」で複合名認に相当する複合語(合成語)を形成する場合

がある O

byldzjende keunst '造形芸能J/勿ldzj，仰 dekeunstner '造形芸術家」

(byldzje ，(絵画・彫刻・写真などで)表現するJ)

juortsettend mulwurd '現在分詞J Uuortsette '続けるJ)

の'sluttendmulwurd '過去分詔J (ofslutte '閉じる，終結するJ)

It hus stie oan in [deariηηend strjitsjeJ. 'その家は袋小路に屈して

建っていたJ(dearinne'行き止まりであるJ)(Bosma-Banning 198F: 84) 

この場合，とくに中性名語の専門用語では形容詞の変化語尾 -eを欠くこ

とが多い。

it [Juortsettend mulwurdJ '現在分詞」

it [船、luttendmulwurdJ '過去分詞J

これは現在分詞が「現在分詞十名前」という複合名詞の一部のようになっ

ているためと考えられる。「形容詞十名詞」という一種の複合名詞で形容詞の

部分が弱変化の語尾…eを欠くのも，これと同様である O

it [ieρenbier ferfier J '公共交通J (形容詞iepenbier'公共のJ)

it [besitlik foarnamwurdJ '所有代名詰J (形容認besitlik'所有のJ)

(c) 名詞化した現在分詞

現在分詞が名詰化して定着した語もある O この場合，形容認の変化語尾 -e

がつく。以下では冠詞をつけた語形で示す。

{in/de} leauwende '信者J (Ieauwe '信じる J)

{in/de} oerlibjende '生存者，生き残り J (oerlibje) ，生きのびる」

{in/de} foldwaande'合格点J Uoldwaand(e)'十分な」←foldwaan'十
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分であるJ)

{in/de} unfoldwaande r不合格点J(加foldwaander不十分な」←fol-

dwaan r十分であるJ)

(d) 叙述用法と副詞用法

I!liフリジア語の現在分誌は英語の進行形 rbe十現在分詞」と違って，助動

と特別な構文を形成することはない。しかし，形容認化した現在分詞の中

には.(a)の限定用法(名詔修飾)と並んで、.weze r…であるJ.wurde r…に

なるJ.bliuwe r…のままである」などのコプラ(連結詞)とともに叙述用法

でも用いるものがある。

be'fredigjend r十分な，満足のいく J/unbe'fredigjendr不十分なJ(be-

'fredigje r満足させるJ)

duorjend r継続的な，絶え間ないJ(duorje r継続するJ)

fer'bazend r驚くべきJ(fer'baze r驚かせるJ)

fer' skillend r異なった，いろいろなJ(fer'skille r異なるJ)

floeiend r流暢なJWoeie r流れるJ)

passend r適切であるJ(passe r適するJ)

razend r猛烈な，激しし>J(raze r暴れる，疾駆するJ)

rinnend r走行中の，運転中の，流通しているJ(rinne r歩く，走る，動

く，進行するJ)

spannend r興奮させるような，はらはらするようなJ(spanner張る，緊

張させるJ)

unwittend r無知の，気づかないJ(witte r知っているJ)

It adfys fan dy kommisje is net binend. r委員会の助言に拘束力はな

いJ(叙述用法.binend r拘束力のある，義務的な」←biner結ぶ，束縛

するJ) (UL!'S， C 14: 16変更)

Fanselssprekkend moatte de bepalings binend wurde foar beide 

partijen. rもちろん，その規定は両方の党にとって拘束力のあるものに

なる必要があるJ (叙述用法，河上) (WFT 1986/2 : 290変更)

ふつうこれは動詞を修飾する副詞用法でも用いる。
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De measte dokters hawwe it net altiten oan tiid om harren yngeand 

dwaande te halden mei de swierrichheden fan harren pasjinten. i大部

分の医者は患者の苦しみに親身になって相手をするための十分な時間が

いつもあるとは限らないJ (副詞用法， yngeand i詳細な，立ち入った」

←yngean i入り込むJ; dwaandeは(f)参照) (ULI'S， C 6: 31) 

(巴) アクセントの交替

形容詞化・名詞化した現在分詞が明確な複合語の一部である場合には，ア

クセント(主アクセント)が後半部にある語が存在するO 形容詞化・名詞

化していないふつうの現在分誌では，このようなアクセントの交替は起こら

ない。

① アクセントの交替を起こしている

i )名詞十動詞

belang'stellend i関心・興味をもったJ (be'lang i興味，関心」十stelle

「置く，立てるJ)

god'freezjend i敬鹿な，神を恐れるJ (god i神」十freezjei恐れるJ)

ii )形容認・副詞十動詞

goed'wollend (goed i良い」十wollei欲するJ)

iii)分離動詞

yn'gripend i徹底的な，断固たるJ (γnlgripe i介入する，食い込むJ)

oan'haldend i持続的な，絶え間ない，しっこいJ ('oanlhaldei持続す

る，持続させる，固執するJ)

op'fallend i目立つた，特異なJ (， op I falle i目立つ，奇異な感じを与え
るJ)

これはふつうの複合語の形容詞でも同様のアクセントの交替が起こるこ

とがあるのと似ている。

mei 'lij ich i同情心のある，思いやりのあるJ ('mei・lijeni同情，思いや

りJ)

oar'spronklik i本来のJ ('oar.sprong i起掠J)

regel'mjittich i規則的なJ (regel i規則J)
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昨オランダ語とドイツ諾で上記の諾に対応するのは次の語であるoオランダ諮は

商ブリジア語に類似しているが， ドイツ語でアクセント(ニ主アクセント)が

後半部にある認はとくに認められない。

ブ. belang'stellend (bピlang十stelle)件オ.belang' stellend (be' lang十

st巴llen)特ド.なし

god'freezjend (god十fr田 zjε)C?god'vrezend (god十vrezen)ω[形容

詞 'gottesfurchtig(， Gottes. furcht) J 

goed'wollend (goedトwolle)特[wel' willend (wel十willen)J伶

['wohlwollendJ (wohl十wollen)

yn'gripend ('yn I grip巴)特 in'grijpend (， in I grijpen)仲，eingreifend 
(， ein I greifen) 

oan'haldend ('oanlhalde) C? aan'houdend ('aanlhouden) 伶

['and呂田rnd('anldalぽ n)J

op' fallend (， op I falle) 特 op'vallel1d (， op I vallen) 件〆auffallend
('auflfal1日11)

形容詞mei'lijich('mei・lijen)件現在分詞m巴de'lijdend('mede.lijden) 

∞形容詞 'mitleidig('Mit.leid) 

oar' spronklik (， oar. sprong)∞oor' spronkelijk (， oor. sprong) 件、lr.sprunglich('Ur.sprung) 
regel'mjittich (rege])仲間gel'matig(rege])特 'regelm註βig(Rege]) 

② アクセントの交替を起こしていなし

アクセントが前半部にある語も多い。

i )名詞十動詔

、timhawwend '有声のJ(stim 十hawwe'もっているJ)
'tsjinstdwaand'勤務中の，当直のJ(tsjinst'勤務，奉仕」十dwaan'す

るJ)

'skoalgeand'就学中の，就学義務のあるJ([neiJ skoalle '学校[へJJ十

gean '行く J)

ii )形容詞・副詔十動詞

-stilsteand '静止した，よどんだJ(sti1'静かな」十stean'(…の状態で)

ある，立っているJ)

-stilswijend '無口な，暗黙の，言外のJ(stil '静かなJ十swije'沈黙し

ている，静かになるJ)
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iii)分離動詞の分離成分:不変化詞

'yngeand i詳絹な，立ち入ったJ (ynlgean i入り込むJ)

'trochgeand i直通の，通り抜けの，一貫したJ ('troch I gean i通り抜け

る，実行されるJ)

'trochslaand i決定的な，著しいJ ('troch I slaan i打ち抜く，突き抜け

るJ)

オランダ認とドイツ諮で k記の諸に対応するのは次の諾である。

ブ. 'stimhawwend (stim十hawwe)件オ. 'stemhebbend (stem十hebb巴n)

件ド.なし (Stimme十haben)

'tsjinstdwaand (tsjinst + dwaan) <=?' dienstdoend (dienst十doen) 仲
[， diensthabend (Dienst十hab巴n)J

'skoalgeand ([neiJ skoallε十gean)件 'schoolgaand([naarJ school十

gaan)仲なし ([{in/auf}dieJ Schule十gehen)

'stilst巴and(stil十stean)<=?' stilstaand (stil十staan)<=?' stillstehend 

(still十stehen)

'stilswijend (stil十swije) 特 'stilzwijgend(sti!十zwijgen)<=?' still-

schweigend (still十schweigen)

'yngeand (yn I g田 n)件[，diepgaand (diep r深い」十gaanr行く，進行

するJ)J <=?eing巴hend(巴inlgehen)

'trochgeand (， troch I gean) 仲 'doorgaand(， door I gaan)特，c1urch-

gehεnc1 (， durch I gehen) 

'trochslaanc1 (， troch I slaan)特 'doorslaand(， door I slaan) 仲 'durch勾
schlagend (， durch I schlagen) 

③ アクセントの位置に揺れが認められる

アクセントの位置が前半部か後半部かで揺れが認められる語もある O

i )名詞十動詞

frucht'dragend (Zantema 1984: 315， Dykstra 2000: 192)/'frucht“ 

dragend (WFT 6/1989: 387) i実り聾かなJ (←frucht r果実，成果」十

drage i運ぶ，もたらすJ)

ii )形容詞・副詞十動詫

fansels'sprekkend (WFT 5/1988: 232， Dykstra 2000: 135) /fan'sels-

sprekkend (Zantema 1984: 232) i自明のJ (fan'sels 自然に，もちろ
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んJ十sprekke'話す，表明するJ)

iii)分離動詞の分離成分:小辞(不変化詞)

'utlslutend/ut'slutend'もっぱらの，独占的なJ('utlslute'閉め出す，

除外する)

ぽオランダ、諮とドイツ語でよ記の諸に対応するのは次の語である。

フ.frucht' dragend/ 'fruchtdragend (frucht十drage)。ォ.vrucht' dragend 

(Heemskerk/Zonneveld 2000: 802) /'vruchtdragend (GWNT 1992・

3489) (vrucht十dragen)特ド. 'fruchttragend (Frucht十tragen)

fansels' sprekkend/fan' sεlssprekl日 nd(fan' sels十sprekke) Cc? 

vanzeW sprekend (van' zelf十spreken)。なし (vonselbst十sprechen)

'ut I slutend/ut'slutend ('ut I slute)特 uit'sluitεnd('uitlsluiten)∞[形
容詞'ausschlieslichlaus' schlieβlichJ (， aus I schliesen) 

(f) -eを伴う形容認化・副詞化・前誼詞化した現在分詞

① eを伴う現在分詞

~ 68 (3)(b)で述べたように，現荘分詔は副詞用法で eを伴うことがある。

一方 -eを伴う語形として定着している語が少数存在する。

dwaande '従事している，多忙なJ(②参照， dwaan 'するJ)

geande '現行の，運転中の，彰響中のJ(gean '行く，進行するJ)

冨時司 sa'dwaande'そのようにしてJ(sa'そのように」十dwaan'するJ• 

アクセントの交替にj主意)

Sadwaande wurdt gans jild stutsen yn it sykjen fan nije medisinen. 

「そのようにして新薬の開発に大金が投入されるJ (ULI'S， C 11: 7) 

形容詞・前置詞 oan'geande '…にかんする，…にかんしてJ('oanl姐

gean '…に関係するJ アクセントの交替に注意)

次の諸には副詞用法以外にも -eがつくことがある O

foldwaand(e) ，十分なJ/unfoldwaand(e)，不十分なJUoldwaan'十分で

あるJ)

。fdwaand(e)，十分な，決定的なJ(of I dwaan '取り外す，扱う，片付け
るJ)

形容認・前嵩詞 oanbelangjend(e)，…にかんする，…にかんして」



北大文学研究科紀婆

(oan I belangje '…に関係するJ)

② dwaande '従事している (mei…に)，多忙な (mei…で)J 

形容詞化した現在分詞として頻繁に用いる諸に①でも触れた dwaande

がある(オ.bezig/エ.busy/ド.beschaftigtに相当)0dwaandeはte第

2不定詞勾を伴うなどして，進行形としての役割を担うこともある(996

(8)(e)) 0 なお，過去分詞dien参照 (993 (3)(a)④)。

Mem is dwaande mei de tee.'母はお茶を入れているJ(Bosma-Banning 

19812: 11) 

Wy binne dwaande mei de Fryske les. '私たちはフリジア語の勉強を

していますJ (ib. 40) 

Junenlang hawwe hja dwaande west om it feest in feestlik oansicht te 

jaan. r幾晩もの間，彼らは祭りに盛大な装いを施すために働いていたJ

(ULI'S， A 17・7)

Wat is der dwaande? 'そこで何が起こっているのですかJ (Zantema 

1984: 209) 

De measte dokters hawwe it net altiten oan tiid om harren yngeand 

dwa仰 dete halden mei de swierrichheden fan harren pasjinten. '大部

分の寵者は患者の苦しみに親身になって相手をするための十分な時間が

いつもあるとは限らないJ (jin dwaande halde '…に従事する・取り組

む (mei …に)J (ULI'S， C 6: 31) 

次の文は副詞用法の例である。

Al dwaande leart men. '物事を行ないながら人は学ぶものだ(=経験

は最良の師。ことわざ)J (Dykstra 2000: 1150) 

S 93 過去分詞 (itofsluttend mulwurd) 

(1 ) まとめ

過去分詞の語形は968から972にかけて詳述し，助動詞とともに用いる

了形・受動態でのm法はそれぞれS75と918で言及した。また，形容認化し
た過去分詞と能動態完了形・受動態完了形の豆別については， 978 (5)(d)で用
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例とともに説明した。

過去分詞は現在分詞と同様に，名詞を修錦する限定用法，動詞を修飾する

副詞用法，それに名認に相当する独立用法で用いることができる。また，形

容語化した過去分詞にはwezerーである」などのコプラ(連結詞)とともに

叙述用法でも用いるものがある。ただし，この場合は上述のように，能動態

完了形・受動態完了形との区別に注意する必要がある o

以上の用法の中でとくに注意が必要な点を選んで補足説明する。

(2) 過去分調の用法:補足

制限定用法:自動詞と他動詰の相違

過去分詞は動作の結果を明示する場合に，名詞を修飾する摂定用法で用い

ることができる O 自動詞では状態の移行を表わし，一般に完了の助動詞weze

に支配される語がこれにあたる。修飾された名詞は能動態における主語に相

当する。一方，他動詞では結果を明示するのは能動態における動作主として

の主語ではなく，被動作主としての車接目的語なので，過去分詞は受動態の

意味になる O 修飾された名詞は能動態における被動作主としての蔵接目的語

に相当する O

① 自動詞の過去分詞

Sy hawwe [in ferduωlde hun] fun. r彼らは道に迷った犬を見つけ

たJ (ferdwale I道に迷うJ (ULI'S， B 7: 21) 

Allinne by [in mislearre rispinge] waarden fleis en molke brukt. 

「不作の年(二二うまくいかなかった収穫のとき)だけに肉と牛乳が用いら

れたJ (mislearje I失敗するJ) (ULI'S， B 3: 11) 

[De ojfallen bleden] waaie fuort op ， e wyn. I落ち葉(ニ落ちた葉)

が風に吹かれて飛んで、いく J (dffalle I落下するJ) (ULI'S， A 9: 7) 

Yn it iepen fjild rekket men net gau utsjo仰 r広い野涼ではすぐに見

飽きる(ニ見飽きるという状態になる)ということはないJ (utsjen 

渡す，見終わるJ (Bosma-Banning 198F: 150) 
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② 他動詞の過去分詰

[1n lime boekJ falt samar ut elkoar. rにかわで綴じた本はすぐにばら

ばらになるJ Oimje rにかわで額じる・接着するJ) (ULI'S， A 16: 13) 

Op 'e tafel stiet [in snijde boleJ. rテープ、ルの上にスライスした(ニ

スライスされた)パンがあるJ (snije rスライスする，切るJ) (ULI'S， A 

3: 26) 

(b) 限定培法:冠飾匂

現在分詞やふつうの形容詞と同様に，過去分語が副詞的な文成分や詩的語

を伴って複雑な修飾成分(冠飾句)を形成することがある。

[De kursyfρrinte wurdenJ binne bywurden. r斜体字で印刷されてい

る語が副詞ですJ (printsje r印刷する J) (ULI'S， B 19: 14) 

[Mei de han sわ'eauneferhalenJ wurde uttypt. r手書きの(手で書

かれた)物語はタイプ打ちされる J (skriuwe r書く J) (ULI'S， A 15: 8) 

Dit jout der [in moai en mei sin wat oerdreaun foarbyldJ fan. rこ

れはそれについて意図的に多少誇張された例である(=例を提供する)J

(oerdriuwe r誇張するJ) (Breuker et al. 1984: 17変更)

Foar de folsleinens moat hjir ek noch in wurdmennich sein 

wurde oer [de mei‘der' as earste lid foarme pronominale adver-

biaJ. r完全さを期するために，最初の成分がderを用いて形成された代

名詞的副詞について，ここでなおまた一言しておく必要がある」

(foarmje r形成するJ) (Hoekema 1983: 89) 

Dit wurd ferwiist nei [in sa't liket al earder neamd plakJ. rこの語

はすでに以前に名前を挙げられたと思われる箆所を指し示している」

(neame r名指しする，名づけるJ) (ib. 88変吏)

(c) 副詞用法:分詞構文

動詞を修飾する副諮用法や，名詞と同格的に用いて関係文に相当する長い

匂に過去分諮を用いる，いわゆる分詞構文が文章諾では見られることがあるo

De Noord Friesche Locaal Spoorwegmaatschappij， oprjochte yn 1899， 

hat yn 1901 it spoar Ljouwert-Stiens-Dokkum-Mitselwier oan-
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lein. '北部フリースラント地方鉄道会社は， 1899年に設立されたものだ

が， 1901年にリャウエト(オ.Leeuwarden'レーヴァルデンJ)ースティ

エンス(オ.Stiens'スティーンスJ) ドクム(オ.Dokkum'ドクムJ)ー

ミツエルヴィエル(オ.Metslawier'メツラヴィールJ)に鉄道を敷いたJ

(oprjochtsje '設立するJ) (ULI'S， C 18: 8変更)

次はberne'生まれた」を含む用例である。 berneは本来， bernje'生む」

の過去分諮だが，ほとんど形容詞化しているとも言える O

Berne yn 1821 yn Froubuorren， komt Waling Dykstra yn 1840 as 

bakker yn Spannum te wenjen. 'ヴァーリング・ディクストラ(1821

1914，西ブリジア語辞書編集者，作家，民俗学者)は 1821年にフラウブ

オレン(オ.V rouwenparochie 'ヴラウエンパロヒーJ)に生まれ， 1840 

年にパン震としてスポヌム(オ.Spannum'スパヌムJ)で暮らすように

なったJ (Stienstra 1982: 71) 

(d) 名詞句十過去分詞十krije

これは能動態で間接目的語に相当する受益者の意味の名詞句 として表

現する構文として，ある程度の生産性がある(ド.bekommen受動)。たと

えば， tastjoere '送る，送付するJ を例に取ると次のようになる。

immen eat tastjoere '人に物事を送る」

~eat tastjoerd krije 物事を送られる・送ってもらう」

De boekjes mei de programs foar de nije kursussen， dy't alle jierren 

utjun wurde， kinst fergees tastjoerd krije. '毎年，刊行される新しい講

習のプログラムつきの本を君は無料で送ってもらえる J(ULI'S， B 19: 26 

変更)

(3) 形容詩イとした過去分調など

(a) 形容詞化した過去分詞

形容詞化した過去分詞には多くの語がある。次にいくつか例そ示す。

① 痕定用法

Y n [it omkearde gefaI] leit dat gelyk. '逆の場合もそれは同様ですJ

(omkeard '逆の」←omkeare'逆にする，裏返すJ) (ULI'S， B 12: 11) 
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[Dronkene lju] en lytse bern sizze de wierheid. r酔つばらい(ニ酔っ

た人々)と小さな子供は真実を言う(ことわざ)J (dronken r酔つばらっ

た」←drinker飲むJ)(Dykstra 2000: 1150) 

Freegje jo kursuslieder of [in betujt frysktalige]. r講師の先生かブリ

ジア語の熟達した話し手にたずねなさいJ(betuft r熟達した，能力のあ

るJ，*betuたという動詞は存在しない) (ULI'S， B 4: 15) 

② 複合名詞に相当する「過去分詔十名詩J

形容認化した過去分語に限らず r過去分詞十名詞」で、被合名詞に相当す

るものを形成する場合，とくに中性名詞のときに形容詞の変化語尾 ~e

を欠くのは，現在分詞や形容詞と同様である (s92 (3)(b))。
it {[bes初atlidwurd] / [unbes加atlidwurd]} r定冠詞/不定冠詞J(be-

skaat r特定の，錨耳目化・限定されたJ/unbeskaatr不特定の，個別化・

限定されていないJ←beskieder限定するJ)

③ 副詔用法

Hja seagen him benijd oan.r彼らは披を興味深そうに見つめたJ(benijd 

「好奇心に瀧ちたJ←benijer好奇心を起こさせるJ)CBosma-Banning 

19812: 95) 

Hy docht de doar iepen en sjocht 戸地eard.r彼はドアを開けて，驚い

て呂を向けたJ(ferheard [f;:JrhIdt] r驚いたJC?ferhearre[f;:JrjEr;:J] 

閲する，聞き届ける:聞き違える(jinferhearre) J) (ULI'S， A 16: 8) 

Hy docht it krekt ferkeard. r彼はそれをまさに間違ったやり方でやる」

(ferkeard r間違った」特色rkearer変わる，交わるJWLI'S， C 7: 12) 

De Beetsters wenje )討"5)うraattroch it fjild. rベーツの住民は野原に散

在して鹿住しているJ(ferspraat r散在した」←fersprieder散らばるJ)

(ULI'S， B 2: 15変更)

④ dien r過ぎ一去った，終わった，けりがついたJ

dienはdwaanrする」の過去分詞だが，上記の意味では形容詞化してお

り，↑費用句を含めて頻繁に吊いる点で特筆に値する。なお，現在分詞

dwaande参照 (s92 (3)(f)) 0 
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It is mei him dien. r彼はもうだ、めだ/彼は死んだJ (Zantema 1984: 176) 

It is mei us dien. r私たちの友情はおしまいだJ (ib. 176) 

It leste stik fan dat boek hie er yn 'e hjerst fan 1976 dien makke. rそ

の本の最後の部分を彼は 1976年の秋に完成していたJ (dien meistjei完

成する，終えるJ) (Ut de Smidte 1997/2・1)

Hast it al heard tink， 'k ha dien krige by de baas. iもう開いたと思う

けどさ，おれは上司に(上司のもとで)クピにされちゃったよ J (dien 

krije i免職になる，クピにされるJ) (ULI'S， C 13: 13) 

Nei [dien wurkJ is 't {noflik/goed} resten. r仕事を終えた後(ニ終

わった仕事の後)は{心地よく/よく}休める(ことわざ)J (Beintema 1990: 

27， Dykstra 2000: 1153) 

(b) 副詞化・数量詞化・前置詞化した過去分詞

① 副詞化した過去分詞

koartsein rょうするに」は‘koarti短く」十sizzer言う J の複合語とし

て副詩的に用いる。

Koartsein brukst taal as kommunikaasjemiddel. iょうするに，

はコミュニケーション手段として使うのである J (むLI'S，B 20: 16) 

② 数量詞化した過去分詞

ferskate iいくつかの，さまざまのJは語形的に対応する動詞ferskiede

「死ぬ」とは意味がかけ離れており，形容詞化しているだけでなく，数量

詞1tしている。

fers.加tesokke minsken I何人かのそのような人々 J (Hoekstra 1994・

520) 

de J争rskateminsken iその伺人かの人々 J (ib. 520) 

ferkalden I風邪を引いた」についてはS88 (l)(a)参照。

③ 前置詞化した過去分詞

sjoen I…を考慮して，…を見ればJ，utsein i…を除いて」

複合前置詞:ofsjoen fan i…を別にして，ーを除いて」

sjoen ←sjen i見るJ) とutsein(∞utsizze i述べる，表明するJ)の2
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語は呂的語を伴う点で，過去分詞としては例外的である O 意味的にも論

理関係を表わしており，前置詔とみなすことができる o ofsjoen fan (← 

δfsjen i断念する，放棄する (fan …を)Jも援合前置詞とみなすことが

できる(オ.afgezien van i…を別にして，…を捨いてJ)。

Der wurdt wol oannommen， dat fan alds it suden fan Fryslan 

mear as it noarden iepen lei foar ynterferinsjes. Dat soe [sjoen 

de lizzing] hiel sl王oante begripen weze. iフリースラントの高部は北

部よりも言語干渉を受けやすいと考えられている。そのことは位置を考

慮すれば，きわめて良く理解できょう J (Breuker et al. 1992: 17) 

[Utsein WimJ slaggen se allegearre foar it eksamen. iヴィムを除

いて彼らは全員，試験に合格したJ (Vledder/De ]ager-De Boer 1991: 

338変更)

ザオラン夕、語とドイツ諾で上記の諸に対応するのは次の語である。

ブ. koartseinCc>オ. kort gezegd∞ド.kurz gεsagt 

ferskate∞verscheidene特 verschiedene
sjoen特 gezien伶なし

utsein特 [uitgezonderdJ Cc> [ausgenommen] 

δfsjoen fan伶 afgezi巴nvan訪日begesehenvon 
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*本稿は繁華苦の以下の論文に続くfZliブリジア諾の文法構造の記述であるo

「西フリジア諮の務韻と正書法 (1)J (北海道大学文学部紀婆 44~1.第85号.1995. 37~81) 

rfZliフリジア語の音頭と正書法 (2)J (北海道大学文学部紀要 44~2. 第 86 号. 1995. 43~ 111) 

「西ブリジア誇の文法構造一一冠詞，名詞，形容認 J Ut海道大学文学部紀要45-1.第

88号.1996. 21-81) 

「西フリジア需の文法構造一一代名詞……J(北海道大学文学部紀要 45~2. 第 89 号. 1997. 

79~ 176) 

「西フリジア認の文法構造一一数詞，副詞， der一一J(北海道大学文学部紀要45-3.第 90号.

1997. 171-246) 

「凶ブリジア語の文法構造一一前震詞と後置認 (l)-J  (北海道大学文学部紀要 46~1.第

91 一号.1997. 23~62) 

「西フリジア諾の文法構造一一一前置詞と後置認 (2)~J (北海道大学1文学部紀要46…2 第

92号.1998. 41 ~64) 

「沼フリジア認の文法構造一一接続語 J (北海道大学文学部紀要 46~3. 第 93 号. 1998. 

65~ 121) 

「茜フリジア認の文法構造 動詞(1) J (北海道大学文学部紀要 47~2. 第 95 号. 1998. 

21 ~97) 

「磁ブリジア諮の文法構造一一動詞 (2)一一J(北海道大学文学部紀要47-3.第96号.1998. 

5372) 

「商フリジア語の文法構造 動詞 (3) ~J (北海道大学文学部紀要 47~4. 第 97 号. 1999. 

89~ 124) 

「西フリジア諾の文法構造 動詞 (4)-j(北海道大学文学部紀要 48~1.第 98 号. 1999. 

21 ~55) 

「商フリジア誇の文法構造 動諮問 J (北海道大学文学研究科紀要 101号.2000. 

93~ 129) 

fjl百アリジア諾の文法構造一一動詞 (6) 

23…100) 

(北海道大学文学研究科紀要 108号.2002. 

記述上の問題点については筆者の次の論文を参照。

「西フリジア語文法記述の問題点J(北海道大学文学部紀要 44~3. 第 87 号. 1996. 41-107) 

*本稿は平成 15年度文部省科学研究費補助金による研究成果の一部である。

研究課題西フリジア語文法記述のための最終的研究一一ゲルマン語類型論の構築に

向けてJ.主義燦研究(CX2).課題番号14510599(研究代表者 北海道大学大学院文学研究科

教授清水誠)
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{訂正]
「西ブリジア認の文法構造一一接続詞」

* 65ページ
誤 :X 接続詞

正:IX 接続詞

「部ブリジア語の文法構造一一動詞 (lLI

* 21ページ
誤:XI 動詞

正 :X 動認

(上記以外の誤植・訂正・追加については別の機会に譲る)
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